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私
共
の
北
里
研
究
所
東
洋
医
学
総
合
研
究
所
医
史
学
研
究
部
で

は
平
成
八
年
十
一
月
の
東
京
古
典
会
古
典
籍
下
見
展
観
大
入
札
会

で
「
多
紀
氏
医
書
稿
本
、
元
簡
・
元
胤
・
元
堅
、
一
括
」
と
称
す

る
ダ
ン
ボ
ー
ル
ニ
箱
の
古
書
類
を
落
札
・
入
手
し
た
。
こ
れ
は
添

付
の
資
料
に
よ
る
と
昭
和
四
十
三
年
当
時
、
一
誠
堂
書
店
に
所
蔵

さ
れ
て
い
た
も
の
ら
し
い
。
ま
た
出
所
を
同
じ
く
す
る
も
の
で
、

別
時
期
、
別
ル
ー
ト
で
北
里
医
史
研
や
小
曽
戸
個
人
が
購
入
し
た

も
の
も
あ
る
。
こ
れ
ら
は
多
紀
家
文
書
と
名
づ
け
、
従
来
修
理
を

施
し
、
さ
ら
に
文
科
省
科
研
費
「
江
戸
の
モ
ノ
づ
く
り
」
研
究
の

一
環
と
し
て
補
修
・
整
理
を
行
っ
て
き
た
。
こ
の
た
び
そ
の
作
業

の
終
了
を
み
た
の
で
、
概
要
を
報
告
す
る
。

多
紀
元
簡
の
著
述
と
し
て
は
ま
ず
「
櫟
窓
叢
抄
』
『
櫟
窓
類
紗
』

の
草
稿
類
、
三
四
冊
が
あ
る
。
歴
代
の
諸
害
か
ら
医
学
に
関
連
す

る
記
事
を
摘
録
し
類
纂
し
た
も
の
で
、
医
学
制
度
か
ら
、
身
体
。

的
多
紀
家
文
書
（
北
里
医
史
研
所
蔵
）
の
概
要

２

小
曽
戸
洋
・
町

泉
寿
郎

診
断
・
針
灸
・
薬
物
・
治
病
・
養
生
・
医
書
・
医
伝
・
詩
文
等
、

収
録
範
囲
は
広
い
。
刊
行
す
べ
く
準
備
が
進
め
ら
れ
た
が
実
現
し

な
か
っ
た
。
他
に
も
伝
本
は
あ
る
が
、
北
里
本
は
浄
書
版
下
、
元

堅
筆
を
含
む
、
数
段
階
の
稿
本
類
。
武
田
杏
雨
書
屋
所
蔵
の
『
実

暇
斎
随
筆
』
中
に
も
こ
れ
ら
の
僚
本
（
他
の
元
堅
の
草
稿
類
も
含
む
）

に
違
い
な
い
も
の
が
い
く
つ
も
あ
る
か
ら
、
こ
の
多
紀
家
文
書
は

早
く
か
ら
散
じ
て
い
た
こ
と
が
知
ら
れ
る
。
元
簡
の
著
と
し
て
は

ほ
か
に
「
撫
医
文
類
』
（
元
堅
筆
）
、
『
櫟
蔭
草
堂
文
槁
』
（
元
胤
・
元

堅
ら
筆
）
、
「
櫟
蔭
草
堂
文
集
』
、
「
医
謄
」
（
版
本
に
元
堅
が
詳
細
な
補

注
を
加
え
た
も
の
）
、
「
扁
鵲
倉
公
伝
彙
孜
」
稿
本
二
種
（
元
堅
手
沢
）

な
ど
が
あ
る
。

元
胤
の
著
述
と
し
て
は
「
柳
消
文
稿
』
（
元
胤
自
筆
を
含
む
）
が

あ
る
。元

堅
の
著
述
、
筆
写
本
は
多
い
。
『
名
医
彙
論
」
残
一
七
冊
、
お

よ
び
『
同
凡
例
」
（
自
筆
）
、
『
同
起
例
」
（
本
活
字
）
の
存
在
は
従
来

知
ら
れ
て
い
な
か
っ
た
。
こ
れ
に
つ
い
て
は
昨
年
の
第
五
四
回
日

本
東
洋
医
学
会
学
術
総
会
で
研
究
発
表
を
行
っ
た
の
で
略
す
。
『
傷

寒
論
述
義
』
は
元
堅
の
代
表
的
著
述
の
一
つ
で
あ
る
が
、
こ
れ
に

は
初
稿
か
ら
最
終
稿
に
至
る
四
種
の
自
筆
稿
本
が
伝
わ
っ
て
お
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り
、
研
讃
の
あ
と
が
う
か
が
え
る
。
『
金
遣
要
略
述
義
』
も
二
種
の

自
筆
稿
本
が
あ
る
。
自
筆
本
と
し
て
は
さ
ら
に
『
註
解
傷
寒
論
孜

異
」
、
『
雑
病
広
要
互
孜
」
、
「
聿
修
堂
経
験
方
目
」
、
『
緑
満
窓
雑
紗
」
、

「
日
紗
」
（
文
化
五
年
、
元
堅
十
三
歳
時
の
若
害
）
、
「
掌
記
」
（
文
政
年

間
、
九
大
医
学
部
図
書
館
に
僚
本
が
あ
る
）
な
ど
が
あ
り
、
手
抄
本
と

し
て
は
「
合
禁
食
』
、
『
半
井
書
目
」
、
手
校
本
と
し
て
は
『
扁
鵲
倉

公
列
伝
』
な
ど
が
あ
る
。

こ
の
ほ
か
、
天
保
十
三
年
渋
江
抽
斎
の
模
抄
に
な
る
『
小
児
薬

証
直
訣
序
』
、
ま
た
抽
斎
筆
の
「
広
雅
疏
証
・
釈
器
・
紬
』
。
軒
村

寧
煕
の
『
水
腫
方
譜
』
「
疫
痢
方
論
」
（
孤
本
）
。
中
国
古
版
本
を
精

模
し
た
『
幼
々
新
書
』
零
本
。
享
和
三
年
、
元
簡
校
の
「
中
国
歴

代
医
籍
志
抄
」
（
漢
書
芸
文
志
・
晴
耆
経
籍
志
・
旧
唐
言
経
籍
志
・
唐
害

芸
文
志
・
宋
史
芸
文
志
・
遂
初
堂
書
目
・
郡
斎
読
書
志
・
直
斎
言
録
解
題

の
医
書
の
部
の
抄
出
）
、
元
簡
手
批
の
「
好
古
堂
蔵
書
画
記
」
。
安
永

三
年
刊
の
「
階
寿
館
講
次
」
。
そ
し
て
多
紀
元
胤
墓
誌
銘
、
元
簡
．

元
堅
肖
像
、
元
佶
の
筆
跡
、
そ
の
他
諸
紙
片
を
包
ん
だ
「
雑
一
包
」

三
年
刊
の
扉

元
堅
肖
像
、
一

な
ど
も
あ
る
。

以
上
、
目
下
北
里
医
史
研
に
保
管
す
る
多
紀
家
文
書
は
総
計
、

四
三
種
（
一
○
四
冊
と
一
点
）
で
あ
る
。
内
容
か
ら
す
る
と
、
こ
れ

ら
は
元
堅
の
矢
の
倉
家
筋
の
遺
品
と
察
せ
ら
れ
る
。
元
堅
矢
の
倉

家
の
蔵
書
と
い
え
ば
、
昭
和
八
年
、
森
潤
三
郎
が
『
多
紀
氏
の
事

蹟
』
を
出
版
す
る
に
あ
た
っ
て
借
覧
し
た
多
紀
崇
徳
の
家
蔵
書
が

想
起
さ
れ
る
が
、
そ
の
引
用
書
目
と
当
方
の
多
紀
家
文
書
は
全
く

重
複
し
な
い
し
、
多
紀
崇
徳
蔵
書
は
戦
災
で
消
失
し
た
と
い
う
か

ら
（
多
紀
英
樹
氏
談
）
、
こ
れ
ら
多
紀
家
文
書
は
昭
和
初
期
に
は
す

で
に
多
紀
家
か
ら
流
出
し
て
い
た
も
の
と
考
え
ら
れ
る
。
戦
前
に

僚
本
が
古
医
書
蒐
集
家
の
購
求
す
る
と
こ
ろ
と
な
っ
て
い
る
し
、

戦
後
、
近
年
ま
で
そ
の
一
部
と
思
わ
れ
る
書
が
古
書
市
場
に
出
現

す
る
の
も
こ
う
い
う
経
緯
か
ら
で
あ
る
。
当
方
保
管
の
多
紀
家
の

文
書
は
そ
の
う
ち
で
も
最
も
よ
く
ま
と
ま
っ
た
も
の
と
い
え
る
で

あ
ろ
う
。

（
北
里
研
究
所
東
洋
医
学
研
究
所
）

２（
二
松
学
舎
大
学
）


